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刺激を行い、陰茎海綿体内圧（intracavernous pressure; ICP）と平均動脈圧（mean 
arterial pressure; MAP）の比を測定し、陰茎海綿体再生の程度を機能的に評価した。再
生した組織を H.E.染色標本で、抗 α-smooth muscle actin (α-SMA)抗体および抗 S-100抗
体を用いた免疫染色により、血管平滑筋およびシュワン細胞など神経細胞の再生を評価し
た。再生メカニズムを解明するために、CD133移植群およびシート群において、アルギン
酸ゲルシートを移植後 4日目に摘出し、定量リアルタイム PCR法により血管内皮増殖因子 
(Vascular endothelial growth factor; VEGF)や神経成長因子(Neural growth factor; NGF)
の発現を解析した。 
ICP/MAPの平均値は、切除群 0.0580±0.0831、シート群 0.2564±0.0960、CD133移植
群 0.3426±0.0831、対照群 0.3723±0.1051であった。シート群の ICP/MAPは切除群と比
較して有意な改善を認めなかったが（P =0.1318）、CD133移植群および対照群の









群よりも NGF（P =0.0309）および VEGF（P <0.0001）の有意な発現上昇を認めた。以
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判 定 合 格 
 
 上記３名の審査委員会委員全員が出席のうえ，平成 29 年 8 月 3 日の第 70 回広
島大学研究科発表会（医学）及び平成 29 年 7 月 24 日本委員会において最終試験
を行い，主として次の試問を行った。 
 
 1 CD133陽性細胞がもたらす陰茎再生の機序，特に直接分化についての検討 
 2 ラット移植後の CD133陽性細胞の残存個数や日数などの評価 
 3 陰茎再生を促進させる間接的要因における CD133陽性細胞の関わり 
 4 CD133陽性細胞移植の検索時期に関する評価および妥当性 






 なお，本人は平成 28 年 8 月 22 日に施行した学位審査に伴う外国語試験（英
語）に合格している。 
 
 
 
 
 
  
 
